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広島大学大学院教育学研究科

高等教育学専攻 
〔博士課程前期〕 

あなたも「大学」を研究してみませんか！ 



 センターの使命は，大学・高等教育に関する基礎的研究
を通して，日本の大学・高等教育の充実・高度化に資する
ことにあります。当専攻では従来から高等教育研究者の養
成を主要な使命としてきましたが，近年の大学改革の進行
に伴い，センターではこれまで行ってきた多様な研究の成
果を活かし，大学職員の能力開発にも力を入れています。
今日，大学職員の役割への期待が大きくなり，また能力開
発が必要になってきています。そうした中，高等教育研究
者の養成と大学職員の能力開発は対立する目的ではなく，
異なる視点や多様な経験を持った人々が同じ空間を共有し
て議論し合うことによって，大学職員にとっても研究者を
目指す学生にとっても，効果的な大学院教育を実現してい
ます。 
 センターではこれからも，高等教育に関わるさまざまな
専門的職業を志す方々を広く受け入れ，高等教育に関する 

専門的知見の獲得と能力開発を後押しし，多くの方により
充実したキャリアを積んでいただきたいと考えています。

 授業は原則，通常の授業時間帯（平日昼間）に行われま
すが，現職の職員の方でも無理なく履修できるよう，必要
に応じて夜間や週末の開講や，集中講義形式にするなど，
柔軟に対応しています。こうした措置により，ほとんどの
現職職員の方々は2年間で全ての単位を履修し，修士論文を
書き終えて修了しています。 
 また，現職の方は，標準就業年限を超えて授業を履修し
修了することのできる「長期履修学生制度」を利用するこ
とができます。この制度を利用すると，標準就業年限（博
士課程前期の場合2年）の授業料で2年を超えて就学するこ
とが可能です。 

 当専攻のカリキュラムは，以下のとおりです。高等教育
の基礎から発展まで重要なテーマを幅広く学習できるよう
に組み立てられています。高等教育基礎論（必修科目）を
通じて高等教育の基本的な知識や分析手法を習得したうえ
で，各自の興味関心に応じて幅広い発展的科目の中から学
びたい科目を選択することができます。 
 授業の履修は各学生の状況に応じて，一定期間に集中し
て履修する，あるいは2年間均等に履修するなど，学習負担
を調整することができます。授業は少人数で行われるため，
授業中に発言し，活発な議論を行うことができます。 

 センターは，高等教育の研究者・専門家の養成をめざし
て，大学・高等教育の分野では日本で最初の大学院博士課
程（前期・後期）を設置しました。 2000年に高等教育開発
専攻（博士課程前期）と教育人間科学専攻・高等教育学分
野（博士課程後期）を設置し，高等教育の専門的能力を
持った研究者や職員を数多く輩出してきました。2016年，
研究科の改組（教職大学院設置）に伴って，それぞれ高等
教育学専攻，教育学習科学専攻・高等教育学分野に改称さ
れて現在に至っています。 

授業科目 開設 
単位数 

履修単位数 

必修 選択 

必須科目 
高等教育基礎論I（理論・手法） 2 

4 
高等教育基礎論II（制度・政策） 2 

選択必須科目 

Comparative Studies in Higher Education 2 

16 

6 

大学教育論特講 2 

大学カリキュラム開発論特講 2 

高等教育目標論特講 2 

大学財政・経営論 2 

高等教育経済論特講 2 

高等教育組織論・職員論特講 2 

高等教育評価論特講 2 

高等教育アドミッション論特講 2 

学術政策論特講 2 

学生論特講 2 

Advanced Statistics 2 

Higher Education in Japan 2 

高等教育基礎演習I（実践研究） 2 

Practice of Higher Education Foundation Ⅱ (Research and Readings) 2 

高等教育開発論特別研究 4 
4 

高等教育開発論課題研究 4 

選択科目 

学術文章の書き方とその指導法ー大学教員を目指してー 2 

Research Methods in Education 2 

教育学研究科開設科目（グローバル教員養成プログラム開設科目を含む） 

修了必要単位数 30単位 



◇大学カリキュラム開発論 

黄 福涛（教授） 

高等教育の研究者及び実務者の育成を目的とし，主に歴史的・比較的な観点から，大学カリキュラムの開
発に関する主なモデルの特徴と変容を分析したうえ，主要諸国における大学カリキュラムの改革に関する
問題点や動向等を論じます。 

 

◇高等教育アドミッション論 

大膳 司（教授）  副センター長 

高校と大学の接続に関する研究を行っています。高等教育機関での研究者としてだけでなく，入試業務に
も携われるよう，入試に関する理論と実践について学習します。 

◇高等教育目標論 

藤村 正司（教授）  専攻長 

社会学の観点からアカデミック・プロフェッション論や大学と社会の関係について研究を進めています。
授業では大学の人材育成や大学教育の効果について，実態把握のみならず考え方やアイディアを大切にし
て指導を行っています。 

◇高等教育システム・経営論 

丸山 文裕（特任教授）   

高等教育政策および財政をマクロな観点から研究しています。また，各国の大学改革の動向についても
フォローしています。                         ※ 2019年3月末退職 

◇高等教育経済論 

渡邉 聡（教授） 

人的資本論と応用計量経済手法をベースとする労働経済学の視点から，高等教育機関における人的資源管

理や組織デザイン，組織マネジメントに関する教育研究指導を行っています。 

◇大学・学術システム論 

小林 信一（特任教授） センター長 

大学における学術研究や産学連携等の機能と戦略、それらを支える制度について、理論的観点、政策科学
的観点から研究を進めています。文系から理系まで、さらに学際的分野まで研究の対象としています。 

◇高等教育組織・職員論 

大場 淳（准教授）   

大学組織の人の側面に焦点を当て，大学のガバナンス，組織文化，リーダーシップ等の課題を取り上げて，
大学が高いパフォーマンスを出すための条件を探っています。また，フランスを中心とした欧州の高等教
育制度についての比較研究も進めています。 

◇大学教育論 

佐藤 万知（准教授） 

アカデミックアイデンティティや教員，大学教員を目指す大学院生の専門性開発について国際的な動向を
視野にいれ，研究を進めています。大学教育論では，大学教育の目的，教授学習法，教員の役割，学習環
境，学習支援，社会と大学の関係など様々な切り口で大学教育について考えていきます。 

◇高等教育評価論 

村澤 昌崇（准教授）  副センター長 

研究上の関心は高等教育全般に統計モデルを当てはめることです。その他，大学組織の特性，制度・政策
の成立と波及，アニメ・マンガ人材養成に関する統計分析等です。大学って，知れば知るほど面白いです
よ！ 

センターでは高等教育研究の最大の拠点として，さま
ざまな研究プロジェクトを展開しています。21世紀
COEプログラムの研究拠点に採択され，「21世紀型高
等教育システム構築と質的保障」（2002-2007年）を
展開しました。現在は文科省の先着的研究推進経費を
取得し，「21世紀知識基盤社会における大学・大学院
改革の具体的方策に関する研究」を進めています。こ
の他にも科学研究費補助金や委託事業によるプロジェ
クトを多数展開しています。 

センターは国内外の幅広い研究者ネットワークを形成
しており，さまざまなテーマによる研究会やセミナー
を常時開催しています。当専攻に在籍することで，国
内外の高等教育の専門家と交流する機会が得られるの
も魅力のひとつです。またセンターの情報調査室（図
書室）は日本最大規模の高等教育関係文献・資料を所
蔵しており，国内外の研究者に広く利用されています。
当専攻の院生はこれら豊富な文献・資料を活用して研
究と論文執筆を進めることができます。 

◇比較高等教育論 

金 良善 (講師) 

高等教育の国際化と国際比較研究に関心を持っています。比較高等教育論の授業は、比較教育の理論的基
礎を学び、国の高等教育システムと政策を比較分析し、高等教育の発展施策について議論します。 



 
   

大学院の授業は準備が大変で，文献を読むのにもレポートを書くのにも時間がかかり，最初はとて
も苦労しました。しかし，研究室の様々な年代の先輩や後輩と議論を重ねながら真剣に学習に取り
組み，ときには花見やバーベキューなどを楽しみながら，アットホームな雰囲気の中で学生生活を
送ることができました。センターの先生方は研究分野や課題に応じて，総合的にバックアップして
くださいました。大学院教育を受け，研究活動に従事することにより，教員の大学院教育や研究活
動への理解の仕方が変わりました。時間の使い方や，論文作成などの研究活動の成果の出し方など
は，知らない者にとっては理解が困難です。私にとって大学院修学で得た知識や経験は，大学職員
として今後業務を行う上で，職員と教員と学生といったステークホルダー間の共通理解を深め，協
働を図る上で貴重な財産になりました。（修了生：大学職員として勤務） 

 

「大学について研究する」とはどういうことか？センターでの学びはこの問いに答えを出すプロセ
スでした。大学に関する基礎知識の修得はもちろんのこと，研究対象の選び方や分析の仕方，自分
のアイディアを具体的成果につなげていく方法，学びたいことや課題が見つかった時どう対応して
いくか等々･･･自分の「これから」につながる様々なことを学ぶことができました。アットホームな
雰囲気を持ちつつも，学びたい！と思った時にしっかり応えてくれる先生や職員さん，そして仲間
がいるのが高等教育研究開発センターです。勤務大学で，研究者として，そして大学人として，研
究や業務を遂行するときにセンターで学んだことが前へ進む力になっています。（修了生：大学教
員として勤務） 

 

当専攻では「大学」について様々な視点・角度から幅広く学ぶ機会が開かれています。学生の取り
組むテーマも様々です。一つの事象も見る角度や方向を変えるとさまざまな見え方をし，様々な議
論が成り立つということを学びました。自分の議論したいことを論理的に組み立て，それを他者に
説得力を持って伝えられるようになること，修士論文の執筆はその訓練のプロセスだと思います。
高等教育についての知識を習得することはもちろんですが，論理的思考力を養い，鍛えることが，
大学院で学ぶ大きな意味だと思っています。そうやって培われた能力こそが，今後の職業人生にお
ける様々な場面で自分の力になってくれると信じ，日々研究に励んでいます。毎日，大学で目前の
仕事への対応に追われていると，視野が狭くなりがちで，幅広い視野で物事を考えられなくなると
いうことではないでしょうか。大学院への進学は，大学という自分の職場を一歩下がって客観的に
見つめ，それについて深く考える良い機会です。授業で学ぶ理論が自分の職員としての大変と結び
ついた時，まるでバラバラだったパズルの形がだんだん見えてくるような喜びもあります。（在学
生：現職大学職員） 

当センターの大学院は1986年，
日本で初めて高等教育につい
て学ぶ大学院として発足し，
現在までに博士課程前期（修
士課程）修了者65名，博士課
程後期修了者（単位取得退学
を含む）19名を送り出してい
ます。修了生は，研究者とし
て大学の学部や研究センター
に就職したり，大学職員とし
て実務的な専門能力を発揮し
たりして全国の大学で広く活
躍しています。 

【大学教員】 
九州大学教育改革企画支援室，九州大学大学評価情報室，宇都宮大学基盤教育セン
ター，徳島大学評価情報分析センター，県立広島大学総合教育センター，東京大学大
学院教育学研究科，東北大学高等教育開発推進センター，名古屋大学大学院教育発達
科学研究科，広島大学高等教育研究開発センター，琉球大学大学教育センター，大阪
大学国際戦略推進室，熊本大学大学教育統括管理運営機構，広島大学入学センター，
島根大学研究推進室 
【大学職員】（在職就学による職員含む） 
大手前大学，広島女学院大学，広島大学，立命館大学，琉球大学，武蔵野大学，大阪
大学，福岡大学，広島工業大学 
【民間企業他】 
黎明書房，読売新聞社，フォー・ユー協同組合，Micron Memory Japan Inc 
【在職のまま在学している学生の所属機関】 
広島大学，京都教育大学，長崎大学，県立広島大学，阪南大学，立命館大学，尾道市
立大学，神戸学院大学，弘前大学，松山大学 

広島大学高等教育研究開発センター ホームページ 

   http://rihe.hiroshima-u.ac.jp/ 

   広島大学高等教育研究開発センター facebook 

      https://www.facebook.com/hiroshima.rihe 

   広島大学高等教育研究開発センター twitter 

      https://twitter.com/rihe_hiroshima 

 

 

私たちは一人でも多くの仲間と一緒に高等教育の研究に取り組み，
活力ある専攻を作っていきたいと考えています。 
高等教育の研究に関心のある方，当専攻への入学を検討されている
方は，E-mailでお問合せください。 
大学院生の生の声を聴くこともできます。 
きっと有意義なアドバイスが得られるでしょう。 
メールアドレス  k-kokyo@office.hiroshima-u.ac.jp 

2018年7月現在 
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